
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．利用啓発と各種情報提供 ～公共交通利用の状況を伺いながら、対象者に合わせたツールの提供～ 

☆自家用車から公共交通への転換 

 

・沿線人口が多いにもかかわらず公共交通の利用が少ない地区を対象に特定の駅やバス停付近の住民を対象にアンケートや 戸別訪問を実施 

・交通事業者において独自に訪問活動が行えるよう、効率よく効果を挙げられる モビリティ・マネジメント手法を分析しマニュアル化 

１．戸別訪問による利用啓発活動の概要 

戸別訪問による公共交通沿線住民への 

利用促進啓発活動の普及へ向けた取り組み 
富山市、富山地方鉄道㈱、㈱計画情報研究所 

３．主な実績と利用啓発活動の実施効果 

☆バス停付近への駐輪場の整備 

 

☆対象地域に特化した時刻表・マップ 

 

☆対象世帯と訪問世帯数 

 

☆事後ｱﾝｹｰﾄによる効果把握 

☆戸別訪問による利用啓発活動実施地区において利用者が増加 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．「戸別訪問による公共交通利用促進の手引き」は、ホームページでの公開中 

 

①実施地区で公共交通の利用者が増加傾向にある ⇒ 戸別訪問による利用啓発活動の効果を確認 

②複数の戸別訪問方法を試行し、交通事業者の負担を考慮した方法を検討 ⇒ 効率的な利用啓発活動の確立 

③交通事業者に対し、市としてどのような支援をすべきかを検討 ⇒ 実現可能な協力体制と支援策の確立 

④交通事業者と市が協力して利用啓発活動を実施する素地の形成 ⇒ 利用啓発活動に対する意識と一体感の醸成 

⑤事業推進ﾏﾆｭｱﾙ「戸別訪問による公共交通利用促進の手引き」を作成 ⇒ 他の交通事業者への普及推進策の確立 

・「戸別訪問による公共交通利用促進の手引き」 

・「啓発ツール作成フォーマット」 

・「自治会等への事前案内資料」 

・「戸別訪問記録票」 

・「戸別訪問時の不在連絡票」 

・「事後アンケート」等の各サンプルについては、 

本市ホームページで公開し、二次利用が可能！！ 

４．「戸別訪問による公共交通利用促進の手引き」の作成 

５．事業評価 

☆導入に必要な期間や必要な人員を例示 ☆戸別訪問で活用する啓発ツール作成フォーマットの提案 

☆事前案内や訪問記録票等の作成例を掲載 


